
熊本版コミュニティ・スクールの推進 

～学校・家庭・地域が一体となったよりよい教育の実現を目指して～ 

平成２７年度「地域と共に創る熊本版コミュニティ・スクール 
（玉名・山鹿地区）推進シンポジウム」 

 

長洲町立長洲小学校 

教頭 左村 良一 



 保護者や地域の方々と連携・協働して、子どもたちの成長を
支えていく学校の仕組みとして「長洲小コミュ二ティ・スクール」
を構築する。 
  「長洲小コミュ二テイ・スクール」とは、各方面のボランティ
ア、ＰＴＡ役員等の保護者、学校評議員、学校関係者評価委
員が一同に会し、校長が学校の運営方針を説明し、学校の課
題等についてご意見を伺いながら、その解決や改善に向けて、
共に話し合い、協力し、一体となって組織的かつ継続的に教
育に当たっていく仕組みである。 
  「子どものよりよい成長のために」を合い言葉に、学校でやる
べきこと、家庭でやるべきこと、地域でできること等について話
し合い、連携・協働して取組を進めていく。 
 

長洲小学校における 
「熊本版コミュニティ・スクール」の趣旨 



 熊本版コミュニティ・スクール 
 これからの学校は、これまで以上に家庭、地域との連携・協力のもとに教育を進め
ていくことが重要です。 

 そこで、本校では保護者や地域の方々と連携・協働して、子どもたちの成長を支え
ていく学校の仕組みとして「長洲小コミュ二ティ・スクール」を構築していきたいと思い
ます。 

 「長洲小コミュ二テイ・スクール」とは、これまで児童の健全育成にご尽力いただいて
いる各方面のボランティアの皆様、ＰＴＡ役員等保護者の皆様、学校評議員、学校関
係者評価委員の皆様等に一同に集まっていただき、校長が学校の運営方針を説明し、
学校の課題等についてご意見をお伺いしながら、その解決や改善に向けて、共に話
し合い、協力し、一体となって組織的かつ継続的に教育に当たっていく仕組みをいい
ます。 

 「子どものよりよい成長のために」を合い言葉に、学校でやるべきこと、家庭でやる
べきこと、地域でできること等について話し合い、連携・協働して取組を進めていきた
いと思います。 

 校歌の歌詞にある「明日の日本を負いて立つ」子どもの育成のため、がんばってい
きます。 
                            長洲小ホームページより 
 

 学校の応援団づくり 

 



保護者・地域の協力体制 

見守り隊による
交通指導 
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丸つけボラン
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保護者・地域の協力体制 

まほうの小箱さん
の読み聞かせ 

おやじの会 
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学校支援地域
本部事業 花植え 

ボランティア 

総合的な学習
の時間等への

ＧＴ 



既存の組織を活用 

・校区見守り隊  
・読み聞かせボランティア  
・学習支援ボランティア 
・おやじの会 ・ＰＴＡ活動   
・学校支援地域本部事業 

学校の応援団としての組織的な運営 



「熊本版コミュニティ・スクール」の導入 
  平成２５年４月 
 

学校運営協議会の名称 
  「長洲小子ども育成協議会」 

   平成２５年８月第1回会議の開催 
 

【目的】 
①学校・保護者・地域の３者で、 
  学校運営を支援する。 
②児童の健全育成をめざす。 
③地域に開かれた、信頼される  
 学校をめざす。 

【役割】 
①学校運営方針の周知と 
 共有 
②学校の課題や情報等 
   の共有 
③課題解決に向けた協議 



①学校評議員（５名） 
（兼学校関係者評価委員） 

まほうの小箱代表  
的ばかい保存会副会長 
幼稚園園長 

②ＰＴＡ役員（６名） 
ＰＴＡ会長  
副会長（３）兼学校関係者評価委員 

総務（２） 

③おやじの会代表（１名） 

④見守り隊代表（１名） 

⑤地域教育コーディネーター（１名） 学校支援地域本部事業 

⑥学校職員（３名） 校長 教頭 教務 

長洲小子ども育成協議会のメンバー（１７名） 



     長洲小コミュニティ・スクールのイメージ図 

長洲小子ども育成協議会 

 学校の様々な課題等を共有
し、その解決や改善に向け、よ
りよい意見を出し合いながら話
し合い、協力しながら、地域の
子どもの健全育成を図る。 
 

校長 

○ 学校運営方針 
○ 教育活動状況 
○ 学校の課題  

           等    

共 有 

説明 

意見 

 学校応援団・ＰＴＡ・地域の関係団体等 

参画 
共通目標に
沿った活動 

協 働 



     長洲小コミュニティ・スクールのイメージ図 

長洲小子ども育成協議会 

 学校応援団・ＰＴＡ・地域の関係団体等 

参画 共通目標に 
沿った活動 協 働 

長洲小子ども育成協議会の機能と学校応援団・ＰＴＡ・地域の関係団体及び学校関係
者評価の機能を一体的に推進することで、学校運営の改善を果たすＰＤＣＡサイクル
を確立させる。 

学校関係者評価の実施 
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「確かな学力」の育成 

「豊かな心」の育成 

「健康・体力」の向上 

長洲小学校コミュニティ・スクール構想 

教
育
の
推
進 

 

 ＜学力向上応援団＞ 
 

☆学習支援ボランティア 

 ・外国語活動 

 ・習字 

 ・総合的な学習の時間 

☆保護者丸付け隊 

＜安心・安全応援団＞ 

 

☆校区見守り隊 

☆子ども110番の家 

☆PTA生活環境部 

☆保護者交通指導 

＜読書活動応援団＞ 

 
☆読み聞かせボランテ 

 ィア「まほうの小箱」 

☆PTAノーテレビ・ノ 

 ーゲームデー運動 

＜郷土のよさ理解応援団＞ 

 
☆「金魚の学習」ボランティア 

☆「的ばかい学習」ボランティア 

☆「有明海の学習」ボランティア 

☆「潮干狩り」ボランティア 

 

  

＜健康体力向上応援団＞ 

 

☆PTA体育部 

☆おやじの会 

☆PTA母親部 

☆部活動等推進委員会 

 

 

＜環境・美化応援団＞ 
☆花苗植えボランティア 

☆玉名法人会長洲支部 

 女性部会 

☆畑耕しボランティア 

☆おやじの会 

☆PTA生活環境部 

☆PTA母親部 
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【目的】 
①学校・保護者・地域 

 の３者で、学校運営 

 を支援します。 

 

②児童の健全育成を 

  めざします。 

 

③地域に開かれた、 

  信頼される学校を 

  めざします。 

 

 

【役割】 
・学校運営方針の周 

 知と共有 

・学校の課題や情報 

 等の共有 

・課題解決に向けた協 

 議 

 

 

【構成】 
・学校評議員 
・学校関係者評価委員 

・地域教育コーディ
ネーター 

・PTA代表 
・学習支援ボランティア 

・部活動関係者 

・関係団体 

１ 校内研修の充実 

２ 学力向上対策と具体 

 的な実践 

３ 学校図書館の整備と 

 活用 

４ ユニバーサルデザイ 

 ンの視点に基づいた授 

 業の実現 

１ 道徳の時間の充実と 

 道徳教育の日常的実践  

２ 基本的生活習慣の 

 育成 

３ 体験活動の推進 

４ 環境にやさしい学校 

 づくり 

５ 心の居場所づくりの 

 推進 

１ 健康教育の推進 

２ 安全教育の推進  

３ 体力向上の推進 

４ 食育の推進 

５ 安全点検の実施と 

 改善 

６ 適正な運動部活動の 

 推進 

学校運営協議会 

長洲小６つの応援団 

校
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      ＜学力向上応援団＞ 

☆学習支援ボランティア 

 ・外国語活動 

 ・習字 

 ・総合的な学習の時間 

☆保護者丸付け隊 

      ＜安心・安全応援団＞ 

☆校区見守り隊 

☆子ども110番の家 

☆PTA生活環境部 

☆保護者交通指導 

＜読書活動応援団＞ 

☆読み聞かせボランティア 

 「まほうの小箱」 
☆PTAノーテレビ・ノーゲーム 
デー運動 

     ＜郷土のよさ理解応援団＞ 
☆「金魚の学習」ボランティア 

☆「的ばかい学習」ボランティア 

☆「有明海の学習」ボランティア 

☆「潮干狩り」ボランティア 

 

  

  ＜健康体力向上応援団＞ 

☆PTA体育部 

☆おやじの会 

☆PTA母親部 

☆部活動等推進委員会 

 

 

＜環境・美化応援団＞ 
☆花苗植えボランティア 

☆玉名法人会長洲支部女性部会 

☆畑耕しボランティア 

☆おやじの会 

☆PTA生活環境部・母親部 

 

長洲小６つの応援団 



長洲小コミュニティ・スクール年間計画 



平成２６年度 長洲小コミュニティ・スクール 

第１回「長洲小子ども育成協議会」 

    平成２６年５月１６日   

次の３点について熱心に協議しました。 

①新校舎１０周年に向けて、郷土や母 

  校に誇りを持たせる取組について 

②地域でもはずむあいさつについて 

③校区花いっぱい運動について 

熱心に協議をする育成
協議会のメンバー 

それぞれのアイデアを
出し合い、まとめて整理
していく 



①新校舎１０周年に向けて、郷土や母校に誇りを持たせる取組
について 

 

平成２６年度 長洲小コミュニティ・スクール 

第１回「長洲小子ども育成協議会」 

１０周年記念の人文字をつくる（航空写真） 

記念植樹 

１０周年記念ロゴを作成し、保護者や地域に知らせる 

記念式典の開催（歴代校長、ＰＴＡ会長への参加依頼） 

校舎建築から１０周年の歩みを映像にまとめる 

地域の伝統ある行事を学ぶ機会を増やす 

エコバルーン バザー 



②地域でもはずむあいさつについて 

 

 

 

 

 

平成２６年度 長洲小コミュニティ・スクール 

第１回「長洲小子ども育成協議会」 

③校区花いっぱい運動について 

 

 

 

 

 

あいさつ標語の募集 

見守り隊によるあいさつ表彰 

のぼりをあげる あいさつはまず家庭から 

年間２回実施する 

保護者が多く参加できるよう土曜授業で実施 

昨年同様プランターの花を地域へ寄贈する 



平成２６年度 長洲小コミュニティ・スクール 

第２回「長洲小子ども育成協議会」 

    平成２６年１０月 ９日   

次のことについて熱心に協議しました。 

 長洲教育の日フェスタの実施 

○新校舎建築１０周年記念イベント 

○校区花いっぱい運動 

登校班ごとに校舎に向かって
あいさつをしてはどうか 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

１０周年記念ロゴの作成 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

航空写真の撮影 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

１０周年記念イベントの様子 

本校卒業生を含む大学生
による和太鼓部の演奏で
す。大変盛り上がりました。 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

１０周年記念イベントの様子  

当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
校
長
先

生
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

１０周年記念イベントの様子 

まほうの小箱の皆様に

よる読み聞かせの様子 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

校区花いっぱい運動の様子 

老人会や見守り隊の方々に

花植えを手伝っていただき

ました。 

花植えボランティアの方に

は、花の選定もお世話にな

りました。 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

校区花いっぱい運動の様子 

お家の方、地域の方、ありがとう

ございました。楽しく花植えがで

きました。 
 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

校区花いっぱい運動の様子 

各行政区(１６区）に寄

贈したプランター 
 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

地域でもはずむあいさつ 

校舎へ向かって元気よく
「おはようございます。」 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

地域でもはずむあいさつ 

学習発表会での 

あいさつ標語優秀賞の表彰 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

地域でもはずむあいさつ 

あいさつ標語をポスター
にして、学校内や地域
の掲示板に掲示する 



「長洲小子ども育成協議会」を受けての取組 

地域でもはずむあいさつ 

見守り隊によるはずむ
あいさつ賞の表彰 



平成２６年度 長洲小コミュニティ・スクール 

第３回「長洲小子ども育成協議会」H27.3.10 

 

①成果と課題について 

 

 

 

 

 

１０周年記念イベント、花いっぱい運動等、充実した活動ができた。 

登校時のあいさつの声が大きくなってきた。 

地域教育コーディネーター育成・活用事業の年間計画を作成する 

②来年度の志向について 

 

 

 

 

 
土曜授業での校区歴史ウォークラリーの実施 

地域を活用したさらなる体験活動の実施 

多くの地域の方の協力がありよかった。 



学校支援地域本部事業との連携 

地域教育コーディネーター育成・活用事業 

長洲町の学校支援ボランティア数：８９の個人、団体 

・外国語活動支援  ・習字支援    
・花苗植え支援    ・芋畑の整備   
・総合的な学習の時間のＧＴ 
（金魚のふれうり体験 的ばかい学習）  
・道徳ＧＴ 



   外国語活動の充実    習字学習の支援 

学校支援地域本部事業との連携 

地域教育コーディネーター育成・活用事業 



  金魚のふれうり体験学習    的ばかい体験学習 

学校支援地域本部事業との連携 

地域教育コーディネーター育成・活用事業 



  道徳のＧＴ 

主題名：町自慢「オランダシシガシラ」 

学校支援地域本部事業との連携 

地域教育コーディネーター育成・活用事業 



学校支援地域本部事業との連携 

年間計画の作成  H27年度より 



学校支援地域本部事業との連携 

支援申請書の活用 



学校は、家庭や地域と連携・協力していると思いますか。 

学校評価より 



学校評価より 

   あなたは自分からあいさつをしていますか。 



成果 

・既存の組織を生かし、学校の応援団としての組織的
な協力体制が確立された。 

・課題解決に向けた、協議会の熱心な協議により、学
校の教育活動が充実した。 

・コミュニティ・スクールの目的が保護者や地域に浸透  
し、学校、家庭、地域との連携・協働を深めることがで
きた。 

・各応援団の充実した取組により、学校が活性化し、
「喜びあふれる学校づくり」につながっている。 



課題 

・地域人材活用授業の年間計画を随時修正していく 
ことで、地域教育コーディネーター育成・活用事業をさ
らに積極的に活用していく。 

・ボランティアと学校の意見交流の場を設定する必要
がある。 

 



  ご静聴ありがとうございました 

おはようござ
います！ 


